
 

 

  

国
学
者
・
塙
次
郎
の
暗
殺
に
つ
い
て
は
、
も
う
一

つ
見
落
と
せ
な
い
事
実
が
あ
る
。 

 

そ
れ
は
生
前
、
外
国
船
が
頻
繁
に
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
、
小
笠
原
の
領
有
を
確
固
た
る
も
の
に
す

る
た
め
、
幕
府
は
塙
保
己
一
が
集
め
て
き
た
過
去

の
文
書
の
中
で
証
拠
と
な
る
よ
う
な
文
書
を
、
保

己
一
の
あ
と
を
継
い
だ
塙
次
郎
に
探
さ
せ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。 

 

暗
殺
の
前
年
（
文
久
元
年
）
に
は
、
大
久
保
一

翁
も
一
年
ほ
ど
外
国
奉
行
、
小
笠
原
島
開
拓
事

務
江
戸
取
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
二
代
に

わ
た
る
国
学
者
に
小
笠
原
の
こ
と
を
調
べ
さ
せ

た
の
は
、
一
翁
自
身
の
指
示
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。 

 

大
久
保
一
翁
の
盲
目
の
塙
保
己
一
へ
の
敬
意
、

そ
し
て
尊
王
攘
夷
派
へ
の
憤
り
、
い
か
ば
か
り
か
。 

 

塙
保
己
一
の
こ
と
を
う
た
っ
た
川
柳
「
番
町
で

目
あ
き
目
く
ら
に
道
を
き
き
」
を
思
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
道
は
学
問
を
指
す
。
目
あ
き
で
も
「
見
え

て
」い
な
い
者
が
、
暗
殺
を
企
て
る
？ 

 

し
か
も
肝
心
な
、
そ
の
塙
次
郎
を
襲
っ
た
側
の

人
物
が
、
長
州
藩
の
伊
藤
博
文
と
山
尾
庸
三
だ
っ

た
の
だ
。 

       

た
だ
当
時
は
犯
人
は
分
か
ら
ず
、
な
ん
と
六

十
年
後
の
一
九
二
一
年
、
塙
検
校
百
年
祭
の
席

上
、
保
己
一
の
顕
彰
団
体
の
温
故
学
会
を
代
表

し
て
渋
沢
栄
一
が
挨
拶
し
た
際
、
そ
の
暗
殺
事
件

に
触
れ
、
突
然
暗
殺
者
の
名
前
を
明
ら
か
に
し
、

参
列
者
を
驚
か
せ
た
と
言
わ
れ
る
（
『
素
顔
の
塙

保
己
一
』堺
正
一
）。 

 

も
っ
と
も
、
一
翁
に
は
犯
人
名
を
渋
沢
栄
一
は

早
く
か
ら
伝
え
て
い
た
は
ず
。 

 
 

養育院と谷中   番町で“目”を瞠（みは）る？  
坂部明浩（谷中在住，養育院・渋沢記念コーナーボランティア，介助＆文筆業 ） 

養育院を創った、のちの

東京府知事 大久保一翁 

国学者 

塙保己一 

 

松下村塾で学び、尊王

攘夷運動に参加。薩長

政権で力を伸ばす。 

初代内閣総理大臣  

伊藤博文 

櫻園通信 27． 
平成 27 年 7 月 
 東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 

後編 



 

  

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
も
歴
史
の
不
思
議
が
あ

る
。 こ

の
山
尾
庸
三
と
言
う
人
は
、
文
久
三
年
に
は

伊
藤
博
文
と
一
緒
に
英
国
に
行
き
、
造
船
所
で

障
害
者
が
働
い
て
い
る
姿
に
強
い
印
象
を
も
ち
、

帰
国
後
、
明
治
四
年
に
は
（
工
学
頭
に
な
っ
て
い

た
が
）
盲
唖
教
育
に
関
す
る
建
白
書
を
政
府
に
出

す
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

        

   

番
町
で
「
見
え
な
か
っ
た
」
道
を
新
し
い
時
代
に

瞠
目
し
開
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
養
育
院
が
出
来
て
の
ち
、
じ
つ
は
明

治
八
年
に
は
、
津
田
仙
や
中
村
正
直
や
古
川
正

雄
ら
に
よ
っ
て
訓
盲
院
設
立
願
い
（
養
育
院
の
盲

人
室
か
ら
の
独
り
立
ち
？
）が
大
久
保
一
翁
府
知

■訓盲院と山尾庸三については、『わが国特殊教

育の成立』（中野善達・加藤康昭）を参照。 

明治維新後、工学

関連の重職を歴任。

のちの東京大学工

学部の前身となる工

学寮を創立。 

 

日本工学の父 

山尾庸三 

 

事
に
出
さ
れ
、
一
翁
は
会
議
所
に
審
議
を
委
託
す

る
。
（
会
議
所
側
の
回
答
で
は
訓
盲
院
を
養
育
院

の
附
属
に
し
よ
う
と
し
た
よ
う
だ
） 

 
         

こ
う
し
た
中
で
東
京
日
々
新
聞
は
中
村
正
直

の
話
を
載
せ
る
。
中
村
は
、
明
治
四
年
の
山
尾
庸

三
の
建
白
書
の
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
訓
盲
院
認

可
を
促
す
コ
メ
ン
ト
を
残
し
た
の
だ
。 

 
 

大
久
保
一
翁
も
府
知
事
と
し
て
（
知
人
で
も
あ

る
）
中
村
正
直
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
だ
と
す
る
と
、

あ
の
（
暗
殺
者
）
「
山
尾
庸
三
」
の
建
白
の
こ
と
に

触
れ
た
箇
所
を
読
ん
で
な
ん
と
思
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。 

 

盲
人
の
も
つ
記
憶
力
や
収
集
力
（
塙
保
己
一
）

に
よ
っ
て
小
笠
原
の
問
題
が
助
け
ら
れ
た
の
に
、

そ
の
盲
人
の
子
ど
も
（
塙
次
郎
）
を
暗
殺
し
て
お

き
な
が
ら
、
よ
く
も
ま
あ
、
盲
啞
の
建
白
も
あ
っ

た
も
の
で
は
な
い
、
と
一
翁
は
思
っ
た
か
。
い
や
、
そ

れ
よ
り
も
、
山
尾
庸
三
の
苦
悩
を
一
翁
は
読
み
取

っ
て
そ
の
先
を
考
え
て
い
た
か
・
・
・
そ
れ
は
分
か
ら

な
い
が
、
こ
の
養
育
院
と
訓
盲
院
設
立
こ
そ
、
“
目
”

ま
ぐ
る
し
い
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
道
し
る
べ
で
あ
っ

た
と
私
に
は
思
え
て
な
ら
な
い
。
（
次
の
楠
本
府
知

事
の
時
代
に
認
可
さ
れ
た
訓
盲
院
の
母
体
、
楽
善

会
に
山
尾
庸
三
も
明
治
九
年
に
入
会
し
て
い
る
。
） 

楽善会訓盲院 （築地） 
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